様式第１号
平成　年　　月　　日　
公立大学法人岩手県立大学理事長　　　様

住所　　　　　
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　㊞
平成29年度岩手県立大学雇用創出研究開発課題提案書
　このことについて、岩手県立大学雇用創出研究事業を実施したいので、別添のとおり提出します。
記

１　添付書類

(1) 　平成29年度岩手県立大学雇用創出研究開発課題提案書

(2) 　別紙１　研究開発計画
(3) 　別紙２　所要経費明細書
(4)　 別紙３　企業等の概要
平成29年度岩手県立大学雇用創出研究事業

研究開発課題提案書
	区　　分
	（分　野）

ア　看護・福祉、環境、一次産業、観光分野などにおける地域課題をICT活用により解決する研究課題

イ　ICT活用によるものづくりの効率化、ICT機器、システムの新規開発・高性能化を図る研究開発

ウ　次世代モビリティに関するICTを活用したシステム等の研究開発

エ　滝沢市IPUイノベーションセンター入居企業と共同で取り組む研究開発

オ　岩手県立大学いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター設備を活用し、取り組む研究開発


該当する区分・分野に○を付けてください。※重複可
１　研究開発課題名　※採択となった場合、岩手県立大学ホームページ等で公表することになります。
	


２　研究開発の概要（１２０字程度）

	


※研究開発の背景、研究開発の目標、研究開発の内容等を要約してください。本項は採択となった場合、岩手県立大学ホームページ等で公表することになります。
３　研究開発事業費

　　　　　　　　　円

４　研究開発事業の開始及び終了予定年月日

　　　開始年月日　　共同研究契約締結日から
　　　終了年月日　　平成30年3月16日
５　県内高等教育機関からの県内事業所への新卒者新規雇用予定者数
	
	（企業等名）
	（企業等名）
	（企業等名）

	H28年度（実績）
	
	
	

	H29年度（計画）
	
	
	

	事業完了年度の翌年度
	
	
	

	事業完了年度の翌々年度
	
	
	


※各年度中における予定、計画数を記載のこと。

県内高等教育機関：一関工業高等専門学校、県内の短期大学、大学
新卒者：採用年度から概ね採用年度の３年度前までに県内高等教育機関を卒業した者

６　研究開発実施体制
(1) 企業等（概要含む）
	名　称
	
	代表者

役職・氏名
	

	所　在　地
	〒

Tel：　　　　　　　Fax：　　　　　　　

	連絡担当者
	所属・職・氏名・E-mail：

	研究実施者一覧
	役　職
	氏　名
	主な従事研究分野等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※参加企業等が複数の場合は適宜表を追加して使用するとともに、代表企業等の名称の前に◎を付すこと。
(2) 岩手県立大学
	研究実施者一覧
	学部・役職
	氏　名
	主な従事研究分野等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


７　研究開発の内容等

	(1) 研究開発の背景（提案理由）

　社会的・経済的・技術的背景を踏まえて、今回の研究開発を行うことについて、その必要性など提案理由を記載してください。



	(2) 研究開発の内容
本事業で実施する、①研究開発の内容、②企業等と岩手県立大学との役割分担、③岩手県立大学との共同研究の必要性、④スケジュール、⑤経費概要等について記入してください。（④スケジュールについては別紙１と、⑤経費概要については別紙２との整合性をとるように記入してください）


	(3) 活用する技術シーズ・知見
　研究開発の基礎となる技術シーズ・知見がある場合には記入してください。



	(4) 研究開発の達成目標

雇用創出を図るため、この研究開発において達成しようとする目標を記載してください。

また、目標設定の根拠を明瞭かつ具体的に記載してください。


	(5) 他補助制度等への類似研究開発の申請等

本研究開発と関連のある研究開発課題について、実施中若しくは申請中及び申請予定の研究開発があれば、「研究開発テーマ名」「支援機関名」「事業名」「研究開発期間」「研究費の額」「研究代表者名」「本提案との相違点」を記載してください。




８　本研究開発後の事業化計画等
	(1) 事業化に向けた基本方針
①　新事業・新製品のイメージ

ⅰ　製品名、製品の概要（用途、特徴）

ⅱ　想定市場における優位性、予想市場規模及び市場占有率（根拠を踏まえ記載すること）

②　事業化・製品化にあたっての課題（例えば、コスト低減、高性能化、小型化・軽量化・薄型化、大型化、高品質化、高精度化、短納期、耐久性向上、短納期化、安全性向上、高寿命化、高純度化、環境配慮等を踏まえ具体的に記載すること。）

③　課題解決の方策（②に記載した課題に対する解決方策を具体的に記載すること。）




	(2) 事業化までのスケジュール
年度
年度
年度
年度
年度
①今回の研究

②特許出願

③サンプル出荷

④追加研究

⑤設備投資

⑥製品等の生産

⑦製品等の販売

※②以下の項目については、適宜修正して記載し、該当時期の欄に「〇」を記載してください。

	(3) 本県産業振興への寄与

　本研究開発が将来、本県の産業振興にどのように貢献するか、経済波及効果、技術的波及効果も含め、可能であれば数値等を用いて具体的に記載してください。



	(4) 新卒者新規雇用予定者数（参加企業等が複数の場合は、表を追加し、参加企業等ごとに作成のこと。）
(企業等名)
新卒者新規雇用者数①
①のうち県内高等教育機関からの新卒者新規雇用者数②
②のうち県内高等教育機関からの県内事業所への新卒者新規雇用者数③
H28年度（実績）
H29年度（計画）
事業完了年度の翌年度

事業完了年度の翌々年度
※各年度中における予定、計画数を記載してください。

県内高等教育機関：一関工業高等専門学校、県内の短期大学、大学

新卒者：採用年度から概ね採用年度の３年度前までに県内高等教育機関を卒業した者
【雇用目標数値の裏づけ等について】

目標数値を設定した理由及びこの目標値を達成するための取り組み等について記載してください。




記載注意等

・　「７　研究開発の内容等」、「８　本研究開発後の事業化計画等」でＡ４、５ページ以内としてください。なお、青字による注意書きは消してください。

（エクセルの別紙１が入ること）
（エクセルの別紙２が入ること）

別紙３
企業等の概要
	企　業　等　名
	

	資本金
	百万円
	従業員数
（うち研究員数）
	人
（　　　　　）人

	創　　　　　業
	年
	
	

	区　分
	会社法の会社（中小企業）、農業生産法人、社会福祉法人のいずれに該当するか記入。

	過去３年間の産学官共同

研究経験
	件

	参　加　団　体
	○○○○学会

××××協会　　など　（主要５個所以内を記載）

	過去３年間参加研究会
	○○○○研究会

××××プロジェクト　　など　（主要５件以内を記載）


財務状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

	
	／
	／
	／

	売　　上　　高
	
	
	

	経　常　利　益
	
	
	

	当　期　利　益
	
	
	

	減価償却費
	
	
	

	研究開発費
	
	
	


· 直近３期分の数値を記載してください。（決算書を添付のこと。）

	財務状況の説明


※参加企業が複数の場合は、参加企業ごとに別葉にして記載のこと。
なお、青字による注意書きは消してください。
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